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青梅アート・ジャムは 、来
年いよいよ節目の第 10 回目
を迎えます。青梅市立美術
館、宗建寺、吉川英治記念
館などさまざまな組織の協力
を得て、本 格的な実行委員
会が立ち上がり、ようやくビ
エンナーレという形式が整う
ところまでやってきました 。

しかし 、 本当にこの 青梅
アート・ジャムを支えるのは 、
東京にあってもなお強い独自
性を失わない≪青梅≫という
一つの文化からはじまり、つ
ねにその更なる構築を目指し

て突き進んできた参加作家た
ちの情熱だといってもいいの
ではないでしょうか 。たとえ
ば≪青梅≫という山岳地帯を
背にする独得の地形を利用し
た、多摩川沿いの 10 の渓谷
に 18 作家が作品を展開する
試みなどは 、発想から実施
まで、どう頑張ってもこのグ
ループでなければ実現し得な
いプロジェクトでした 。

展示の舞台は、内容によっ
て煉瓦堂朱とんぼ、武蔵御
嶽神社宿坊、ゆずの里勝仙閣
とさまざまに場所を変えてき

ましたし 、カナダの人もアジ
アの人もさまざまなイベント
に分け隔てなく参加すること
ができました 。だからこそ首
都圏はおろか全国との、さら
には遠く海外の人々との思い
がけないコラボレーションが
次々と生み出されてきたのだ
と思います。

前へ進んで一段落すると、
また初心に戻ってきてまっさ
らな気持ちで取り組み直す。
そうした現場のありようは 、
青梅という文化を愛するみん
なの力が厳しく試され 、 一

青梅アート・ジャムの活動
に対しまして、ご理解とご協
力をいただきありがとうござ
います。

今年、青梅アート・ジャム
は 、５月に青梅市立美術館
市民ギャラリーにおいて第５
回東日本大震災義援展を開
催、８月にはワークショップ
を煉瓦堂朱とんぼと青梅市
立美術館市民ギャラリーで行
いました 。 毎年行ってきた
展示はお休みとし 、来年よ

り隔年のビエンナーレ形式と
して一層の充実した展示を目
指すことと致しました 。テー
マは「 梅 」です。

近年、ワークショップとい
うことをよく聞くようになり
ましたが 、本来の役割を考
えつつ、今更聞けないと試
行錯誤の中、より多くの市民
の皆様に美術の素晴らしさと
楽しさを知っていただき活力
ある街づくりができるよう取
り組んでいます。

面ではさらに強いものへと
鍛え上げられるかけがえのな
いチャンスでもあったと思い
ます。

青梅アート・ジャムという
新しい文化の灯が、これから
も明るく未来を照らし続けて
くれることを固く信じ 、地元
のあるいは外来のたくさんの
人々を巻きこんで、一歩一歩
ゆっくりと進んで行きましょ
う 。それこそが青梅アート・
ジャムを見守りつづけてきた
市民の皆さん 、みんなの願い
でもあると思うのです。

例えば 、パソコンもほとん
どわからないまま使い始め 、
ひとつ調べまた一つ調べて
いる間にどんどん先へ行って
しまい 、世の移り変わりに追
いつかない自分の姿もありま
す。しかし 、変わらぬもの
もあります。仕事に打ち込む
人の姿は素敵で、それぞれ
の流 儀を打ちたて、作業す
る姿は美しいものです。ま
た、その仕事ぶりは信 頼さ
れうるものとして、営々と続

いています。
作家たちの真面目に制 作

にかかわる姿に触れて、ワー
クショップに参加した子供た
ちの心に何かが残っていてく
れたら幸せに思います。ま
た、参加作家たちも 、子供
たちとの交 流で心 和むひと
ときを過ごすことができまし
た 。ここに感謝と御礼を申
し上げます。

「2016 青梅アート・ジャム」の開催に向けて

勅使河原 純（美術評論家）

ご挨拶

青梅アート・ジャム実行委員会 副代表
江見高志

INDEX
2015 青梅アート・ジャム　イベント一覧
第 1 回 ワークショップ「オリジナルうちわ作り」 ……………………………………………………… 3P

2015 年 8 月 2 日（日） 
会場：煉瓦堂 朱とんぼ 
●墨と筆で絵を描いてうちわにしよう　講師：江見 高志 
●いろんな紙で版を作ってうちわにしよう　講師：鈴木 ひろみ
●糸や布でうちわをコラージュ　講師：阿部 静
●墨流しでうちわに模様を写そう　講師：杉本 洋
●うちわに絵を描こう　講師：池田 菜摘  
●段ボールでうちわ作り　講師：長倉 陽一 
●うちわを骨から作ろう　講師：山口 幹也 

法螺貝ワークショップ  …………………………………………………………………………………………………… 6P

2015 年 8 月 2 日（日） 
会場：煉瓦堂 朱とんぼ
講師：宮下 覚詮 

第 2 回 ワークショップ「 オリジナルうちわ作り」 …………………………………………………… 7P

2015 年 8 月 9 日（日） 
会場：青梅市立美術館 市民ギャラリー 
●葉っぱのスタンプをうちわに押そう　講師：塩野 圭子 
●段ボールでうちわ作り　講師：長倉 陽一 
●うちわを骨から作ろう　講師：山口 幹也

第 5 回 東日本大震災義援展 ………………………………………………………………………………………… 9P

2015 年 5 月19 日（火）～24（日） 
会場：青梅市立美術館 市民ギャラリー

座談会「これからの青梅アート・ジャム」 ………………………………………………………………… 10P

2014 年 9 月 22 日（火） 
会場：宗建寺 別院

21

COMMENTS



3 4

●いろんな紙で版を作ってうちわにしよう
講師：鈴木 ひろみ（版画）

紙を貼り付けたオリジナル版画を 
刷ってうちわを作ろう。

オリジナルうちわを作ろう
第１回 ワークショップ 

煉瓦堂 朱とんぼ
2015 年 8 月 2 日（日） 

講師：  阿部 静   池田 菜摘   江見 高志   杉本 洋 
鈴木 ひろみ   長倉 陽一   山口 幹也

●糸や布でうちわをコラージュ
講師：阿部 静（インスタレーション）

うちわの骨に布や糸をからめて織り込んで、 
面白いうちわを作ろう。

●墨流しでうちわに模様を写そう
 講師：杉本 洋（日本画） 

水に墨を流して写し取る「マーブリング」を 
使って、うちわに絵を写そう。

●墨と筆で絵を描いてうちわにしよう
講師：江見 高志（彫刻） 

墨と筆を使って絵を描いて、
うちわに貼り付けよう。
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法螺貝ワークショップ
2015 年 8 月 2 日（日） 会場：煉瓦堂 朱とんぼ
講師：宮下 覚詮（金峯山寺修験本宗教師）

朱とんぼでのワークショップ終了後、会場から少し離れた多摩

川のほとりでアート・ジャムのメンバーも初めて法螺貝を吹く経

験をさせていただきました 。

吹き方はもちろん 、扱い方もわからないため 、写真には

ありませんが皆緊張した面持ちで参加し、短時間で

したが真剣に取り組み 、先生方の指導により、

最後は皆で息を合わせ音を響かせ終了しま

した 。

●段ボールでうちわ作り 
講師：長倉 陽一（日本画）
段ボールに色を塗ったり、 

組み合わせたりしてうちわにしよう。

●うちわを骨から作ろう 
講師：山口 幹也（木彫）

竹や木を加工して、オリジナルな形のうちわを作ろう。
他のワークショップで作った紙を貼ればさらに楽しい！

●うちわに絵を描こう
講師：池田 菜摘（絵画）  

うちわをキャンバスに見立てて、 
自分の好きな絵をうちわに絵を描こう。
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オリジナルうちわを作ろう
第２回 ワークショップ 
美術館市民ギャラリー

2015 年 8 月 9 日（日）
講師：  塩野 圭子　長倉 陽一　山口 幹也

●段ボールでうちわ作り
講師：長倉 陽一（日本画）
段ボールに色を塗ったり、 

組み合わせたりしてうちわにしよう。

●うちわを骨から作ろう
講師：山口 幹也（木彫）

竹や木を加工して、オリジナルな形のうちわを作ろう。
他のワークショップで作った紙を貼ればさらに楽しい！

●葉っぱのスタンプをうちわに押そう 
講師：塩野 圭子（型絵染）

いろいろな葉っぱに絵の具をつけて、 
葉っぱの模様を写したうちわを作ろう。
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■始めに本日不参加の作家、
阿部静、池田菜摘、鈴木ひろ
み、大川真実子からのコメント
が配られ、次回テーマの「 梅」
を受けて、青梅の魅力を再考
しつつ音楽・舞台・食をコラボ
した展覧会や、御岳エリアの
宿坊等を利用して、美術に限
らず衣食住を含む文化を複合
したお祭りの開催、専任の事
務スタッフの配置などの提案が
なされました 。

◆ 今日は今後の青梅アート・
ジャムの展開についてお話しい
ただきます。これまでの問題点、
また今後それをどう展開してい
くか、代案をつけくわえた形で
のご発言をお願いします。ビエ
ンナーレ形式についてご意見
をいただいて、色 と々話していこ
うと思います。
今は美術館中心の展示なんで
すけど、御岳でやっていた初期
の展示形態と違ってきていると
いう意見もあったので、今日参
加できないメンバーのレポート
を踏まえて、議事を進めていき
たいと思います。
参加いただいた勅使河原純先
生には、アート・ジャムに期待す
るもの、可能性についてお聞
かせいただいてみんなに投げ
ていただけるとありがたいです。

観客の反応と作家の仕事

◆江見さんから一人ずつお願い
します。
        
江見 あの広 い 会 場を使わ
せてもらって、作品を展 示で
きることは自分にとってはたい

へんありがたいなと思っていま
す。一年あるいは二年に一回
できるとすれば一里塚として目
安となります。ただ、見てくれ
るお客さんが少なく、そして手
ごたえもほとんど感じられな
い 。貸し画廊での個展のよう
に、観客とのもっと濃い時間
を持つにはどうしたらいいの
かなって 。
　
◆幹也君はどうですか？

山口 今回提案したかったの
は義援展のことなんですけど、
会期中にやってみたらどうかと。

そうすれば観客も多少は増え
るでしょうし、自分たちも楽に
なれると 。
それともうひとつ、都美館の方
でやっている日仏現代国際美
術展というのがあるんですけど、
そこでは都美館の会場で販売
しているんです。直接のお金
のやり取りはできないけどお客
さんに振込用紙を渡して、それ
で振り込んでもらうという形で 。
そのお金は全部義援金として
東北の方にもっていくことに
なっています 。売れなかった
絵は向こうに送って、どこかの
施設に飾ってもらっているそう
です。あちらではそういう風な
形でやっているので、今まで展
示とは同じ会期中にできないっ
て言われていたところを、なん
とか話し合わなきゃいけないと
思ってたけど、昨日の美術館と
の話合いで解決したそうで、よ
かったなと思います。

◆ 今まで例えば江 見さんが
言ったように、今までのアート・
ジャムでこういう点が自分にとっ
ては不満だなとか不足だなと
か、もっとこのへん充実させた
らいいのになとか、それにはこ
ういう方法があるのになってい
うものがあれば話てもらいたい
んですけど。今思いつかなかっ
たら後ででも 。

山口 そうですねー。今こうして
実行委員になっていますけど、
はっきりどうしていいかわから
ないというのはありますね 。一
応はやるべきことはノルマとして
やっているつもりではいますけ
ど、自分からどうやって発信し
たらよいかという気持ちは強く
ないもので、本当はもうちょっと、
どうしたら我々作家がもっと仕
事に集中させてもらえるかとい
うことは思いますね 。あまり人
との交渉事とかこういう文章を
書いたりというのは苦手なもん
で、毎度苦手なことを、みんな
効率悪くやっているのかなとも
思っています。

◆はい 。また何かあればその
都度後で発言してください 。前
田君は何かありますか 。

今回の義援展をもって、石巻市に義援金を送るのは最後とな
りました 。４７名の作家の協力により、前年を上回る義援金、
４１５, ２６０円を集める結果を残すことができ、例年同様学校の
備品購入のために充てられ 、微力ながらも復旧の役に立つ事が
できました 。

[ 参加作家 ] 

阿部静、阿部修二、池田菜摘、石田美穂、伊藤光治郎、
上村由希、漆嶌知子、江見高志、扇浦レミイ、香月尚子、河合祥子、
菊地順子、北牧奈央子、北村さゆり、木塚和子、木村雅一、
黒住和隆、黒田理恵、桑幡紀行、sio. 、塩野圭子、白井麻衣子、
杉本洋、鈴木麻美、鈴木寿一、鈴木ひろみ、染織工房「豆」、
髙崎友里香、田尻健二、谷えり子、塚本光、鳥居葉子、長倉陽一、
永島貴幸、橋寛憲、林ひろ美、深田絵理、藤浪瑛智、マダジュンコ、
森本記子、山口幹也、ヤマザキユキ、山本伸之、由木浩子、
若林英子 ほか （47 名）

座談会「 これからの青梅アート・ジャム 」 
2015 年 9 月 22 日（火）　宗建寺 別院 にて

第 5 回 東日本大震災義援展
2015 年５月19 日（火）～24 日（日）

会場：青梅市立美術館 市民ギャラリー
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まってしまう感覚が強くなってい
て、そういうところに魅力を感じ
られなくなっているのかなと自
分の中で感じています。なので、
また原点に戻るような体制に
できるといいなと思います。
あと、自分も阿部さんの意見
と同じような思いを持っていて、
美術だけじゃなくて伝 統工芸
や音楽など、いろんなジャンル
と関わってコラボできるような
ことができたら、また違った視
点で物事が見ることができるん
じゃないかと思っています。ま
た、自分は最初の頃は右も左
もわからない状態で参加して
いたんですけど、参加しながら
学べる部分があったというのは
自分にとって喜びでもありまし
た 。なので、青ジャムを開催す
ることで学びの場を作ることが
できたらより良いんじゃないか
と思います。
また、いろんなジャンルの方が
参加しているので、日本の文化
などをアピールできる場を青
ジャムなら作れると思うのでそ
ういう場を僕は期待します。

青梅の街と美術館

◆わかりました 。次は事務局とし
てのご意見をお聞かせ下さい 。

松島 事務局は申請書を書く
ことしかできないのですが、一
番思っているのが観客数です
ね 。せっかく素敵な美術館で、
中に入れば多摩川も見えて素
晴らしいロケーションなのに、
美術館に入ってみなければわ
からないなって状況だと思うん
ですね 。美術館の方からも観
客をたくさんという話もありまし
たが、美術館があるということ
が青梅の駅に降りてすぐわか
らないなってことを感じている
んです。赤塚不二夫記念館や
板看さんの映画看板のある昭
和レトロの街にある美術館で
イベントをやっていることがもう

語源なのかもしれないですけ
ど、また見直してみてもいいの
かなって思いました 。僕はそう
いう企画には参加したことはな
いですから、自分としても刺激
を受けそうだなと、この阿部さ
んの意見を見て思いました 。
次はビエンナーレ形式で来年
の 9 月に会期があるということ
で、僕もそれまでに制作する
体制を立て直して、次か、また
その次かには再参加という形
にはしたいなと考えています。

◆はい 。わかりました 。じゃ長
倉君お願いします。

長倉 僕は青ジャムに関わっ
て 7 ～ 8 年くらいになると思い
ます。青ジャムに対して一番最
初の頃は旅館や普通のお店
や記念館など、いろんな場所
で展示をしていたので、そこで
の人とのつながりとか、普通の
部屋を展示空間に変えること
に凄く魅力を感じていて、その
他に海外から作家さんが参加
していたり、平面だけじゃなく立
体だったりアクセサリーだったり
お能だったり、いろんなジャン
ルの方が関わっていたりと、素
直に面白いなと思いながら参
加していました 。
でも最近はだんだん縮小され
てきている感覚が強くて、美術
館の展示が中心になっている
のも原因の一つだと思うんで
すけど、今までは普段展示しな
いような空間で展示していたの
を、今は展示できるのが前提
になっている空間で展示をして
いるので、飾ればある程度収

ジャンル交流と育成の場

前田 久々 の出席でここ何回も
会議に出られなかったんですけ
ど、今僕はアート・ジャムには制
作では関われていなくてホーム
ページ制作で関わっています。
まだ意見がまとまっていないん
ですが、阿部さんの意見書を
見て、色んな横の拡がり、アー
ティストに限らず美術家、工芸
家、パフォーマー、ミュージシャ
ン、料理家、研究家、作家、登
山家、文化人など、アートに限
らず横に広がっていくようなフェ
スティバル。こういう方向性っ
ていうのは、他のアートフェス
とはまた違った切り口で、アー
ト・ジャムの初回の頃は、音楽
だったり書だったり、今も能の
中所さんが関わられています
けど、色んな他ジャンルの方が
参加していたのは知っているの
で、ミックスされた面白さという
のが、まさにアート・ジャムの

少しわかるように、青梅市観光
協会に働きかけをしなければ
ならないかなといつも感じると
ころです…。
今、青ジャムのFacebookがあり、

「 いいね 」というクリックはた
くさんありますが、観客動員に
繋がらないというところなど、ど
ういう方法で広報していかな
ければならないか大きく考えて
いるところです。駅に降りた瞬
間からアート・ジャムが始まっ
ている、テーマである「アート
がこの地にできること 」を見直
して、美術館にも人が目をむ
けることは何か 。ハイキングに
は来るけれども美術館にはっ
て方もいらっしゃると思うんで
すね 。どうしても都心から遠い
ので都内から見に行きたいと
いう魅力的なものにするには、
青梅っていう地域、この自然に
囲まれたものを生かしつつで
きることを事務局としては考え
ています。   
今回のワークショップのチラシ
は青梅市内の小中学校に配
布させていただきましたが、そ
の割に効果は出ないのだなと
というところも検討したいところ
です。

海外作家と新ジャンル

◆はい 。ありがとうございます。
次は私杉本です。

杉本 前回の実行委員会でお
話したので繰り返しになると思
いますが、長倉君が言っている
ように初期の展示形態に少し
戻すことが必要かなと思うんで

すね 。海外作家を最近呼 べ
ないのは、予算面、受け入れ
態勢で難しくなっています。次
回は海外の作家が滞在できる
場所を洗い出し、何人ぐらいの
作家を呼べるのかを決め、そ
れから声をかけて進めたいと
思います。
また、魅力的な作品作りをして
いる人若い世代の作家に参加
してもらい、刺激的な展示にし
ていきたい 。
次にきちっと専任の居る事務
局を作りたい 。そのための収
入を確保する方法として、国内
外からのクラウドファンディング
をしてみたらどうかと思うんです。

とりあえず目標額決めて、それ
で事務局を維持していく。そう
することで作家が仕事に専念
することができるのではないか
と思います。
また、御岳山の神社、宿坊の
方 と々続いている流れもあるの
で、大切に継続していきたい 。
阿部さんのレポートにあったよ
うに「 食 」について宿坊でやる
とか、美術館展示だけにとど
まらないで御岳山を使って展開
していくというようなこと 。色々
なアクティブなことは御岳山で
やったり、長倉君が言っている
ように民家に飾りたいのなら、
宿坊に作品を飾らせて頂けま
せんかとかお願いができると
思います。美術館の方は新作
で、宿坊はそれまでみんなに
見てもらうチャンスがなかった
ものを再度展示するとか、そう
いうことも可能だと思うんだよ
ね 。
いつも色 ア々ドバイスや、紹介

や口添えをしていただいてい
た藤崎さんが亡くなられてか
ら、勝仙閣が使えなくなり、泊
まる所、展示スペースが無くな
りました 。またそのような場所
を作りたいと願っています。
そして演劇・音楽を含めたアー
ト・ジャム、他ジャンルの人たち
の参加、たとえばネイルアーティ
ストがネイルを壁一面に貼って
あるような展示とか、ヘアメイク
とか、メイクアップとか、そうい
うジャンルの人たちが入ってき
たりするともっとユニークな展
覧会になりそうで、そういうジャ
ンルのワークショップがあるだ
けでも面白いと思うんです。今
のところそんな感じで考えてい
るんですけど 。

市民参加のイベント

◆では、塩野さんお願いします。

塩野 私もずっと考えていたん
ですけれど、現実的に見ると
観客動員数が少ないのは問題
という事で、さっき言われたみ
たいな義援展を同時にやると
いうのが、かなりの名案じゃな
いかなって思います。ただ出
品内容によっては、再考が必
要なのはまとめにもあったと思
うんですけれど、気 軽に楽し
めるイベントとしての市民参加
に力を入れるっていうのは確
実に観客動員数は増えますよ。
それは明らかですよね 。市民
が出演するとか子供が出演す
るっていう風にすると、必ずそ
の親が家族中で出てくるとか
ね 。そういうのは楽しいイベン

トでいいなって思います。ある
意味、それはこの会の原点だ
と思うので、さっき誰か言われ
たミックスされた「ジャム」って
いう意味を大切にしていくのは
いいと思います。
他ジャンルっていうことでは、音
楽とか身体表現とか、いつか
サーカスっていう話が出たので
すけれども、そういうお祭り的
なものもすごく楽しいなーって
思いますね 。いつの間にかそ
れはどこかにいっちゃったんで
すけど、他にもアート縁日とかあ
りましたよね 。確かに美術館
の制約の中には収まりきらな
いような多様なイベントをやっ
てみるっていう冒険は大切かな
と思います。その中で御岳山
地区との関わりが出てくるかな
と思いますけれど、例えば御
岳渓谷のイベントで、ダックレー
スと言っておもちゃのアヒルを
何百個も流すんです。参加者
は 自 分 のアヒ ル
を 500 円で買っ
て、一番だったら
商品もらうみたい
な 。凄く面白いし大勢の人が
参加できる 。それで色んな団
体に寄付したりとかね 。そうい
う盛り上がるイベントていうの
が例えば御岳山でも出来るの
かなって。御岳山といえばなん
でしょうね 。わかんないんです
けど 。まぁ梅とかにひっかけて
何かできないかなぁと。アイディ
ア次第で大勢の一般市民が
楽しめるイベントが出来ると思
うんですよね 。

杉本 梅干しの早食い競争 ？

塩野 種飛ばし大会とか…そ
れと、あと国際交流っていうの
が今までにも出ましたけど、カ
ナダとかタイとか、やっぱり、そ
れはそれなりにすごく意味が
あったし楽しかったし、何年か
前のテーマで「 森から響く祈
りと暮らし」（2011 年）っていう
のがあって、鈴木さんの意見に

「 作家のそれぞれの深いこだ
わりと自然に対する愛 」ってい
う言葉があったと思うんですけ
れども、青梅という地元に対す
る愛情を皆さん、持ってらっしゃ
るから素敵なのかなって。
私たちは青梅に住んで 青梅
を大切にしてます。同じように
自然を大切にしている外国の
アーティストの方を呼んで、一
緒に色んな表現をするっていう
ことは、それもある意味、青梅
アート・ジャムの原点に戻るって
いう意味でね、大切なことなの
かなって考えています。
なんか、こう名案が浮かびそ
うな気がするんですけれども…

（笑）っていうあたりです、今の
ところ 。

観客数と原点回帰

◆では伊藤さんお願いします。

伊藤 えー、青梅アート・ジャム
という会の最初からいる人は
私と杉本氏と鈴木君の 3 人だ
けになってしまったんだけれど。
最初の頃はどんなものができ
るかわからなかったんだけれ
ど、美術館の展示ではなかっ
た 。河鹿園とか色んな場所で
やってた 。その方が面白かった
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ように思います。要するに美術
館でやるっていうことで、どうし
ても「 展示」になり、美術館で
やるにしても画廊でやるにして
も、それほど変わらず、それが
マンネリ化してきてしまった所
に有ると思いますわな 。
ですからテーマもそうだけど、
テーマは我々は面白い、でも
一般の人はわかんないんだ 。
だから、来れない、来ない、っ
ていうことになるのかもしれな
い 。噛み砕いてだから説明す
る必要もないのかもしれない
のだけれども…そこらへんのと
ころが観客動員数とマッチしな
いんじゃないかと思うんだよな。
だからテーマそのものが一般
の人がわかりにくい、というか
わからない、わかろうとしない
のかもしれない 。

塩野 これは他の現代美術展
と比べたらよっぽど意味がわか
りやすいと思う。ファインアート

はわからないですよね（笑）。

伊藤 一般の人はテーマだけ
で来る事はまずない 。例えば
テーマはさる事ながら、参加し
ている人に有名な人が誰かい
れば来るかもしれないよね 。そ
ういうことは一般の人の中には
あるのかもしれない 。だからっ
て観客動員数がどうのって、「 来
なきゃだめなんだ 」と迎合する
ような事はないような気がする
んだけど、私はね 。そういうも
ので皆さんが造っているわけ
じゃないから 。もしそういうもの
で造っているんだったら売らな
きゃだめですよ。自分の作品を。
売るような工夫しなきゃいけな
い 。そうすれば皆、手間賃くら
い取れるわけだ 。だけど、そう
じゃないやり方をしようとしてる
わけでしょ。だったら観客動員
数なんてあんまり関係ないの
かもしれないと思うな 。美術
館は困るかもしれないけどね 。
あの、それともうひとつ、青梅
アート・ジャムっていう名称なん
だけど、いわゆる色んなジャン
ルの人達がいてファインアート
だけじゃなくて工芸の人もいれ
ば中所さんのように能の人も
いたから、何かいいのないかと、

「 青梅アート・ジャム」という名
前をつけたんだけれどもね 。

あとは、我々の中には今、世界
的にもてはやされているアニメ
がないから、アニメを入れれ
ばいいですよ 。

江見 まあ観客数は増えます
よね 。

伊藤 あと足りないのだったら
文字文化がないよね 。小説、
書、哲学とか 。それがどういう
表現になるかわからないけど
ね 。青梅アート・ジャムだったら
色んな文化を入れてもいいん
じゃないかと思います。それに
よってもっと広がって、我 も々勉
強ができるんじゃないかなあっ
て思いますよね 。
それと一番最初に言った、宿
泊施設などでやる面白さみた
いなものも、これから開発して
いくべきもののような気がしま
すね 。御嶽神社でいろんなこ
とをやろうとしているから 。そう
いう方向に向いてきてる事は
事実だと思います。
皆さん意見があったように一番
最初の原点、この町で我々が
何が出来るのかということを、も
う一度考えてみる必要がある
と思います。来年がちょうど 10
年なんだよなぁ。

杉本 そうだね 。10 回目にな
るね 。

塩野 素晴らしい 。

伊藤 そういう意味でも原点
に帰るというか、原点に戻さな
くてもいいんですけど、何かそ
ういうものの中でやることを考
えた方がいいんじゃないかとい
う気がしますのでね 。

ステレオタイプのイベント

杉本 そういうような皆さんの
お話なんですけど勅使河原先
生、どのよう思われましたか？

勅使河原 う～んむずかしい
なぁ。それじゃ伺っているだけ
で全然まとまらなくてわけがわ
からないんですけど、ちょっと言
うとですね、これから実行 委
員会ができてビエンナーレとい
う形式が整っていくわけですよ
ね 。そういうことは外側から見
ると自律性の高いアートイベン
トとして見やすくなるというとこ
ろはあると思うんです。ただ外
の目を意識してみんなが注目し
てくれるようにと考えた途端に、
ステレオタイプになるわけです。
これは自分たちが素直に発想
したというよりも「 人が見るアー
トってこういうことでしょ？ アート

の概念をわかりやすくするとこ
んな感じですよね 」そんな模範
解答のような感じがして、これ
と一人一人の作家がどう繋がっ
ているのかっていうことがほと
んどわからない 。

塩野 わかんないね…。

勅使河原 つまり例えばアー
トって言 葉 から発 想すると教
育っていうのが大事だと、そう
いうことになると、美術大学と
のタイアップが必要ですね 。そ
ういう感じで美術大学にダーッ
ともたれかかるというか雪崩
れ込むと、美術大学っていうの
は明日の美術を作るっていう
ので、半ば現代美術なわけで
す。自分たちの何が一番いい
表現かっていう問題はさてお
いて、現代美術の流れに、と
にかくグローバルに合わせて
いないと大学としてかっこ悪い
でしょっていうことで、ジャンプし

て現代美術にいくわけです。と
ころが現代美術にいくとやたら
に哲学的に難しくなって、先生
も生徒もわからない 。まして、
本当の本物は国内にはなくて、
ニューヨークやドイツの方に行
かないとわからない 。というこ
とになると逆に集客では大衆
性を図ろうとなる 。そういう観
念がごちゃごちゃになってわけ
がわからなくなる 。つまり、自
分たちから離れて美術ってもの
アートって意味のものを作ろう
といった瞬間にステレオタイプ
になって話が見えなくなるわけ
ですよ 。これを繰り返すってい
うのは得策ではないなと。せっ
かく実績もあってユニークな作
家たちが集まっているのにそれ
はちょっと違うかなと思います。
それから社会とのつながり、社
会参加ですね 。それは非常に
魅力のある大事なポイントなの
で、特に海外の作家が青梅と
つながれれば最高の形になり
ますよね 。これは是非原点に
帰るか帰らないかわからない
けどもう一回やっていくべきだと
思います。ただ、全員がこれ
に対して異論もなく夢を持つと
思うんだけど、現実的にはどこ
の国のどういう作家とどういう
風にコンタクトを取り合って、招
聘していくのかって問題が必ず
出てきます。そこで行き詰っちゃ
うわけですけど、その場合に行
き詰まらなくて、私ならやれると
いう形がこの中にはありそうな
んですね 。これは無理なくそん
なに疲れずにやれるんであれ
ば、最高にいい形でやっていく
べきだと思っています。

どこのイベントも難しい

勅使河原 それから話がまた
ちょっと外れちゃうというかジャ
ンプしちゃうんですけど、私自身
は国のプロジェクトから個人が
自力で立ち上げてるアートフェ
スティバルまでほとんど聞こえ
てくるものは見に行っています。
その結論として申し上げるんだ
けど、魅力づくりで成功してい
る所はあまりない 。ほとんどの
所は観客が来ない、経費が出
なくて赤字が回収できない、ス
ポンサーをどうするかってその
問題で悩んでいますね 。これ
はしっかりした組織としては美
術館から NPO、ギャラリーさん
までどこを覗いても必ず「 何か
良いアイディアありませんか？」っ
て訊いてくるだけですね 。うまく
いっていないのは自分たちだけ
とか、ここの特色だっていう観
念がまずは全くの的外れ 。ど
んなにうまく見えている所でも
必ず何らかの問題を抱えてい
ます。これを制作という現場か
ら外して考えちゃうとたぶん地
獄に入ると思いますね 。だか
ら、作品の質、できた作品をど
うやって展示するかっていうこ
の展示の質の高さ。ここが一
つポイントで、このことをいまよ
りもっと真剣に考えてみる必要
があるのじゃないかと思います。
皆様は美術館の空間は、あま
りありがたくないという意見が
相当あったと思うけど、これは
たぶん違う。

杉本 違うんですか 。

勅使河原 ええ 。美術館を使
えるとか、美術館の理想的な
展示空間を自分たちがさほど
巨額のお金を払わずに使える
としたらこれは大変な財産で、
東京全域、全関東で考えても
ほとんどないことですよ 。だっ
て都心の美術館で年に 5 本ぐ
らいしか展覧会をやらない所
で、市民ギャラリーはお金を出
せば貸してくれるけど、企画展
示棟の企画として展示できる
ということはまずないですから
ね 。何十年待っても廻ってこな
い 。だからこれがどういう仕組
みでできるのかは私にはわか
りませんけど、もし確保できる
とすればこのありがたみを自覚
して再生させる 。そして皆様の
作品で何かぶっ飛んだ展示が
できればいいですね 。

「 ぶっとんだ 」展示で解決

伊藤 ぶっ飛んだ展示？

勅使河原 そう。それでだい
たい問題は解決だと思います。
ただぶっ飛んだ展示が何なの
かは、つまりサイズを今までの
10 倍にするとか、あるいは展
示室を床から天井まで埋め尽
くすとかね 。何がぶっ飛ぶのか
はわからないけど…例えば今、

吉祥寺美術館で伊豆の長八っ
て展覧会をやってますけどあ
れはぶっ飛んでますよ 。つまり
今だったら彫刻家の展示なん
だろうけど、江戸時代なもんだ
から彫刻家が存在しない 。だ
から左官屋さんがコテで彫刻
をやるわけですよ 。そうすると
彫刻のようなただの壁遊びみ
たいなわけのわからないよう
なものが出てくる 。それでぶっ
飛ぶわけです。そうするとテレ
ビも新聞も報道してくれますね。
そういう意味で私としてはここ
の中でぶっ飛ぶような展示をみ
んながやれば、それでまずは
合格だろうと思いますけど、そ
れができないとなると部屋の
真ん中にひとつだけ巨大風船
の作家を一人呼んできてドンと
置かせるとかね 。外から人を
呼ぶという手が出てくるんです
よね 。それがうまくいけばいい
と思うんだけど、どういう人をど
ういう風に呼ぶのかが大問題
であって、それが皆様の日常の
活動、あとは青梅の風土とよほ
どうまく絡まないと 。当たれば
その人の成果になっちゃって皆
さんは全部置いてかれるわけ
ですよ 。当たらなければせっ
かく手間暇かけたのになんの
こっちゃみたいな、やっぱダメ
だったねって話になっちゃうの
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で、ここは考え所ですよね 。

伊藤 あの美術館でぶっ飛ん
だ 展 示をしようと提 案すると
全部キャンセルされちゃうんで
すよ 。

勅使河原 美術館自体は保守
的だから、ぶっ飛んだ展示と
聞くと尻込みしちゃってまず NO
でしょうね 。だからゲリラ的に
騙すとかね 。あるいは理路整
然と説明して、これが最先端の
アートでこれが展示できないと
いうことはアートを認めないと
いう話だよって、そういう風に議
会にも説明しなさいと教育す
るとか 。

伊藤 あれもダメこれもダメっ
て言われるんだもんね 。

杉本 可能だと思いますよ 。
言われている消防法 の 通 路
を確保してというだけの話だ
からね 。

伊藤 それすらダメでしょ？水
がダメでさ。

塩野 土もダメ。

杉本 そういうものを外せば
いいだけでしょ？ それでもぶっ
飛んだものもありますから 。
逆に言えば理路整然とちゃん
とこれはクリアしている、何も
問題ないでしょ、しょうがない
ね、っていうところを落としどこ
ろに持って行ったぶっ飛んだも
のにすればいいだけで、重く
無くて軽いもの、引火性の少

ないもので、避難通路が確保
されていて、土、植物以外の
もので…探せばいくらでもあ
るわけだから、できないことは
ないと思います。それは工夫
だよね 。戦っておけばいいっ
ていう今の先生の意見でなる
ほどなって思ったのは、僕らは
今会場に振り回されちゃって一
番詰まんないところにはまり込
んでいる気がするんです。だ
から美術館でこんな風にでき
るんだっていう、びっくりするよ
うなぶっ飛んだ展示にしたい
ですね 。

伊藤 かつてない展示のしか
たをすればいいんだよね 。

杉本 前回のアトリエ展だって
美術館としてはないジャンルの
一つではあるんだけど、もっと
進ませてみたっていいわけで、
アート・ジャムがアート・ジャム
としてやっていけば面白いこと
になるんじゃないか 。美術館
展示は、市とか行政ではなく
て作家とか市民が企画して展
示する美術館にしようというの
が、アート・ジャムの原点の一
つだったのだから、その美術
館展示を外すより、使いこなす
視点も大事だな 。

勅使河原 あの、私の実感か
ら一つ最後につけ加えますと、
観客の鑑賞眼、目っていうのは
皆さまが思っている以上に遙
かに高い 。日本の観客は世界
中の展示を見てきていますか
らね 。ということは、偽物は全
部見破られる 。これは念頭に

置いといていただきたい 。だ
からさきほどのアニメーション
も魅力があっていいんだけど、
これが本物である必要がある。
つまり客寄せのためにこの日だ
け連れてきましたよというのは
全然ダメ。全くの外れになっちゃ
う。アニメーションも多くの組
織、ほとんどの美術館が手を
つけています。漫画とアニメー
ションを観客集めにね 。それで
うまく行ったところはほとんどな
いですよ 。

伊藤 ない？

勅使河原 ええ 。美術館でや
ると不入りなんで野っ原でやれ
ば来るかもしれませんよ 。だけ
ど、ちょっとその辺に少し齟齬
がありますね 。

作家 Dayとサポーター展

杉本 それと、ひとりひとりは
ぶっ飛んだ展示をイメージして
いただいて 50 日間をどのよう
に魅力的なものにするかとか
考えて、問題は入場者数です
よね 。
さっき江見さんが言われてい
た入場者の反応や、どういう人
が来てくれているのかが解りに
くいというのがあったんで、僕
なりに考えたのは、50 日の内
の一日だけ江見 Dayとか山口
Day を入れて、各作家が終日
いる日を作り、質問があればそ
の日に行くという形にする 。各
作家が自分の友達を 50 人呼
べば 10 人いたら 500 人になり
ますからね 。それだけで単純

に人が増えるから、ある程度
の数はをクリアできるよ 。

勅使河原 例えばこの地域で
ある程度の実績のある作家を
100 人呼んで、作品は出さなく
てもいいと 。ほんと小さな置
物をおつき合いでポコッと置く
だけでいい 。それでいいから
参加してもらうということで 100
人集めてくると、観客だけはガ
バーっと集まるのではないかと
と思うけどね…。

杉本 例えば 市民ギャラリー
に 50 日の内の 1 ～ 2 週間を
サポーター展、義援展を開く。
今まで義援展に出したり、アー
ト・ジャムに参加した作家にも
声をかけて、もう一回美術館で
展示しない？って言って、みん
な声をかけ、出してくれる人が
いれば、またその人たちの周り
の人が反応してくれたりね 。

勅使河原 次回メンバーとして
入ってくれるかもしれませんよ
ね 。

伊藤 そのサポーター展って、
今ここで教室やってて、生徒が
15 人くらいいるわけだけど、そ
ういう人たちも市民ギャラリー

に展示させたいね 。

杉本 あーそれもいいじゃな
い 。そういうアイディアをどん
どん出していって 50 日間の市
民ギャラリーの使い方を考え
よう。「 光の家 」の展示をやっ
て、次に義援 展、サポーター
展 だとかアート・ジャムに関
わった人たちでなんかやった
りするだけで、バーッと増えて
くると思うの 。上の階はアート・
ジャムの展示で 50 日をうまく
使って行けば人は増えていく
と思う。

伊藤 サポーター展示って面
白いね 。

勅使河原 さっきの観客数の
話の中で広報のこともみなさ
ん触れましたよね 。だけど観
客数、広報を展示内容と切り
離して考えちゃうとこれはお金
勝負になってハイテク勝負に
なっちゃうわけですよ。そうする
と疲弊しちゃって、一回もたせ
ることはできても継続性は難
しいと思うんですよね 。だから
ここの場合にはもっとアナログ
広報でサポーターが 100 人あ
れば少なくとも一人 10 人呼ん
で来れば 1000 人来ると、じゃ
3000 人とか入れば美術館は
文句ないという話であればそ
こで勝負を決めるくらい掘り起
こす。バーッと作家活動してい
る人、こっちに出してるからとか
都心で何やっているからみた
いな度量の狭いこと言わない
で全部だしてもらっちゃうと 。

江見 例えば自分の仲間とか
サークル的なものありますよね。
そういう人たちに小っちゃい展
示しようと、1 階にね 。そういう
のも良いかもしれませんね 。

杉本 市民ギャラリーで 色々
な展示を決めて、それが流動
的に活性化し、増殖細胞的な
ブースにして、それらの展示が
毎回変わるとか 。2 階はそれ
ぞれの作家のぶっ飛んだ展示
をしていてね 。それも 50 日持
つぶっ飛んだ展示って言うね 。
そのイメージで作りこんでもら
うと 。

勅使河原 やっぱり、その辺の
ところに負担がかかったにして
も作家たちの集まりですから、
作品で勝負するとか作品にエ
ネルギーをかけることには疲弊
しないんですよ 。作品作り以外
のことで動きまわると疲れちゃ
う。それで一回担当したからや
るけど二回目は勘弁となっちゃ
うんですよね 。

杉本 面白いのができそうだ
よね 。とにかく作品に集中しよ
うってことだから、二年間待っ
たら展覧会がガラッと変わるよ
うな展示にしたいので、各作
家が「 あと壁面 10 メートルく
れない？」っていう勢いの展示
にしたいね 。

勅使河原 それが実現したら
広報はいらないかもね 。自然
にくる 。もちろん手は打ちます
よ 。メディアに発送するという
基本はやるにしても、無理やり

引っ張り出すね、美術記者一
人一人に電話かけてお義理で
も来てよって話にはならない 。
それが本来の姿なんじゃない
ですかね 。

杉本 そうですね 。なんかそ
ういう事を踏襲しながらね 。
アート・ジャムはビックネーム
の人が集客する展覧会ではな
く、作家を育てるってスタンス
でやっている会なんです。そう
いう意味で展覧会が展示だけ
じゃなくて作家が育ち、刺激し
合う場であるってことが、アー
ト・ジャムの一つのコンセプト
であったよね 。美術館サイドに
観客動員数が少ないと言われ
て委縮してしまうより、逆に振り
回してしまう企画をして、美術
館は困るけど人が来ちゃうから
何も言えなくなる、でも火事だ
けは気を付けてくださいとか、
それくらいのことだと思うんだよ
ね 。

美術館は権力者？

勅使河原 美 術 館 は 権 力 機
構なんで、美術館の言うことを
はいはいって聞いていると知ら
ず知らずのうちに絵描きが権
力者になるかもしれませんよ 。

伊藤 絵描きが権力者に？

勅使河原 そう、意識しないう
ちに俺は美術館の作家だとい
う形の権力、美術って実は相
当に権力的なんですよ 。こん
なこと、こんな場でいい出すと
変だけど（笑）。

杉本 歴史を見てもそうですよ
ね 。

勅使河原 要するに三種の神
器ってあるじゃないですか 。あ
れは天皇という権力者が三種
の神器を取りそろえたと思って
いるでしょうけど、実はそうじゃ
なくて三種の神 器というもの
があってそれを手にしたもの
が天皇の地位に就くとそういう
側面もあるわけですよ 。ってこ
とは三種の神器を作っている
アーティストも相当に偉い 。つ
まりアートっていうのはかなり
怖い営みですね 。だから黙っ
て美術館の言うことを聞いて
いると自分では意識しないの
に権 力者になってしまう。だ
から、美術館の言うことは、は
い は いって聞きな がら一 切
従わないっていうね 。紙一枚
に墨で絵を描いて展示してい
いわけでしょ？文句ないよね？
じゃそれを一万枚 展示して何
で悪いのっていって全部天井
から吊っちゃう。そういう太 し々
さを備えて美術館を市民の手
に取り戻すという。これは心の
なかの問題で、実際に戦争す
る必要はないですよ 。やった
ら粉々にされますから 。いうこ
と全部聞いて助成もちゃんとも
らって、だけど現実としてはアー
トの場だとアーティストのもの
だという感じで利用していけば、
それが市民が最も好むこと 。
やっぱりアートっていうのは権力
じゃないんだねってことを確認
する場になりますからね 。

伊藤 肝に銘じときましょう。
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が面白いと思います。
先ほどの話から続きで考える
と、もっと他ジャンルの人たち
が集まってきて、同じ土俵、箱
でもいいんですけど、みんな
で表現することを考えていくと、
それぞれのアーティスト同士の
刺激になるのではないでしょ
うか 。アート・ジャムの「ジャム」
の部分にこめられた意味をつ
き詰めていったら、より意義が
ある活動ができるそうな気が
します。例えば僕自身が、日
本画や版画の専門的な技法
を知らなかったり、自分の専
門だと当たり前のことだったり

するんですけど、そういう制作
の可能性が広がるような、表
現の交流の場になっていった
らいいなと思います。

◆あと君は事務方で、今のよう
に写真を撮ってもらったり、フ
ライヤーやポスターを作ったり、
記録誌を作ってくれたりしてい
るけど、もっとみんなが楽にな
るのにみたいな意見はあるか
な？今一生懸命やっているけど
…年々大変になってる？それと
も年々楽になってる？

坂内 参加されている皆様は、

勅使河原 すみません偉そう
にいって（笑）。

杉本 いや、本当にそうだと
思います。今までに常に権力
者に従うようで従わなかったり
というようなね 。
ミケランジェロもローマ法王と
作品について争ったり、ルネッ
サンス期 のメディチ家とアー
ティストとの関係を見たって同
じですよね 。
日本の場合は 、将軍家、天皇
家などのお抱え絵師が権力の
称号の「 法橋 」って印を持ち、
宗達・光琳も印を押すことで
最高位の絵師と評価され 、そ
れが 現在は帝室技 芸員とか
芸術院会員に繋がり、それは
今も日本画の世界にずっとあ
るんですよ 。

新しいワークショップ

◆他にいろんなご意見はあり
ますか？どうですか塩野さん 。

塩野 そうしたら具体的に例
えば海外作家とか市民参加は
どういう風に考えたらいいのか
なーっていうのがありますね 。
あとはワークショップはやります
よね 。ワークショップは市民ギャ
ラリーでやるのか、また朱とん

ぼみたいなところでやるのか、
それとも他の所でやるのか。そ
ういう話もあるかなと思うんで
すけど 。

杉本 例えば、今回阿部さん
が提 案している「 食のワーク
ショップ」、それを御岳山の宿坊
でやってみたらいいんじゃない
かって思うんですよね 。食文化っ
てものがあるんだから、ワーク
ショップにして考えていけたら
いいと思うんです。小学校の
ワークショップもだんだん内容
が変わっていくだけというパター
ンに陥っているから、全く違う
ことやろうよ 。食と音楽をミック
スしたものを山の上でやり、美
術館を見てから来てくださいと
して、美術館に迎えが来て御
岳まで連れてってもらうのもい
いね 。

塩野 集合場所美術館（笑）。
そういう仕掛けをいろいろアイ
ディアを出して考えるのは大事
なことですよね 。

杉本 「 食 」と言うと、絵には
興味がない人も、広報を見て
来る人がいると思うんだよね 。

塩野 梅スイーツとかなんかそ
ういうのでコンクールやったり
とかしたら楽しいでしょうね 。

杉本 梅をテーマにした食の
ワークショップで、声をかけて
展開していってもいいと思うし、
そうすると料理研究家で興味
がある人がボランティアに来
てくれたり、メンバーの中でや
りたい人と連携してやっていけ
たらいいしね 。

松島 小学校でのワークショッ
プ後、制作したものを市民ギャ
ラリーに展示したら皆さん見に
来てくれる、そういうこともいい
ですよね 。今回のワークショッ
プは、制作したものをみんな

持ち帰っちゃたので、展示して
見せてあげられたらいいなと 。
Facebook や HP に載せて、こ
んなにすごいものが作れたこ
と、こんなに楽しかったんだよっ
ていうことを伝えたいんです
が、個人情報の問題があるの
で、配慮しなければならない 。 
何とか活動を伝えたいのです
が…。

山口 このあいだ自分もワー
クショップをやって、やっぱり教
える事ばかりでそういう事まで
気がまわらなかったですね 。
始める時も「じゃ始めます」と
言っただけで、自分たちは普
段こういうものを作っているけ
ど、今日はこういうことをやりま
すよって説明が全くなかったん
で、次回からはその辺のことも
必要なんじゃないかなと 。

前田 ノウハウとか共有できた
らいいですよね 。

塩野 夏休 み の 子 供 の工作
みたいな始まり方をしちゃった
からね 。

違うジャンルの共同作業

◆坂内君にも意見を聞きましょ
うか 。記録誌をずっと作ってくれ
てるからね 。

坂内 僕が思うに、アート・ジャ
ムは特色として違うジャンルの
作家が共同作業しているとい
いますか、同じ机の上で協力
し合って、普段交流しないジャ
ンルの人たちが集っているの

制作が本分のいわゆるアーティ
ストにも関わらず、だいぶ手
伝っていただいているなってい
う印象が凄く強いです。もちろ
ん専門の事務の方がいれば
制作に専念できるって話はあ
るんですけど、そこで生まれる
交流や発見もありますし、意外
と良い面もあるのかなって思っ
ています。

杉本 専任 の事 務 方が 来た
としても、アーティストが 2 ～ 3
人は常にオブザーバー的な形
で事務方が独走していかない
ように、バランスよくやっていけ
るようにした方がいいとは思い
ますけどね 。

松島 坂内さんは、宣材のデ
ザインの文字や色校正をまと
めるのが本当に大変だなと思
います。皆さんアーティストな
ので、色味やデザインの指示
が厳しい 。
    
坂内 そうですね 。結構独自
性がある集まりだとは思うので
そういう所はより良さを伸ばし
たらいいと思いますね 。

◆ありがとうございます。松島さ
んは今までのお話を伺ってどう
です？

松島 は い 、もうそ の 通り
（笑）。みなさん何と思ってい
ることとか考えが及ばないよ
うなことをいろいろ話してくだ
さったので事務局としてしっか
りやらなければいけないと思
いました 。

◆伊 藤さんは今までの話の
展開の中でなんか思い当たっ
たことはありませんか？

伊藤 やっぱり我々作家の連
中の集まりだから事務的なも
のとしては相当不備な点があ
るような気がしますわな 。これ

が潤沢な資金があって事務局
があってという風なことになっ
てくると作家がもっと楽なのか
なっていう気がしますわな。まぁ
でもしょうがないよね 。作家が
知った踏まずのなれない事務
方を一生懸命やることも自分
の経験としてね 。

杉本 無駄にはなんないよね。

伊藤 いろんなそういうものが
出てくる 。私も最初の頃は右も
左もわかんないのに色々やら
されて、なんとかかんとか代表
を務めてきたんですけど、それ
なりに自分が少しいろんな世間
ごとが見えてきた気がしないで
もないですわな 。だから、結
果的に皆さんがいろんな役を
持ってね、対外的なものに交
渉することは大事なことなんだ
と思います。江見さんなんかこ
れからもっともっと頑張ってもら
わないとって思っているんです
けど 。

江見 いやー…

若い作家たちの参加

伊藤 それともう一つ我々が
10 年っていうことで、私も 70
になってしまったんだけど、若
い人たちが主体的に動いても
らわないとこれは伸びていか
ないような気がしますね 。
我々は固定観念にこれから固
まりつつあるわけだけど若い
人たちはそういうことではない
からね 。幹 也 君 だとか 長 倉
君だとか、そのほかの人たち
も一生懸命作家として確かめ
ようって準備をきちっとしてらっ
しゃるんでしょうけど、その中で
のアート・ジャムで活動するっ
てことを目指してやってもらい
たいと思いますわね 。だから
我々の 、私とか杉本氏とか江
見さんたちや塩野さんは同じ
年代、そういうものを外した意

見っていうのを聞いてみたい
よね 。自分たちはこうしたいん
だっていう者の意見を、もう少
し発言してもらえたらいいなっ
て思いますけど 。
ねっ長倉君（笑）。

長倉 すいません（苦笑）。

杉本 ブレーキ役になりたいく
らいなのにね 。

伊藤 ブレーキ役がやめた方
がいいよっていうね 。

江見 美 術って日々移ろって
いくもので、若い人は面白い
ものをどんどん見つけていくけ
ど、私はちょっと苦手になった
ようです。ただ、さきほど勅使
河原さんが言われた様に、本
物っていうところに惹かれます
ね 。そこをとことんやりたい気
持ちはあります。個人としてもっ
と力をつけたいと 。サービス
精神じゃなく、前しか見ない作
家になりたいです。

伊藤 わかりました 。江見さん
が言いたいこと 。

江見 だから、会としてはね、
若い人たちが集まってくれるよう
なイベントもやらなきゃいけな
いんですよ 。でもそれは苦手
な人とできる人といるんですけ
ど、協力はしていきますよ 。考
えるのが得意な人もいますか
らね 。そこはやっていただきた
いなと思います。

伊藤 話 は変わるんだけど、

カナダ人画家のアルを呼びた
いね 。

杉本 アルは声をかけるつも
りだよ 。また展開としてどうなる
かわかりませんけど、ドイツ作
家も渡航費も自分で出してもっ
ていうような人もいるけどね 。ド
クメンタとかやっている人たち
でね 。

松島 先生そろそろお時間が。

杉本 それではみなさん 、実
行委員会制度になって初めて
行うビエンナーレですので、前
回と変わったねって言ってもら
えるような展示をしていきたい
し、新しく入ってくる作家にも面
白いね、刺激になるよって言っ
てもらえる展覧会にしていきた
いと思います。ありがとうござ
いました 。

全員 ありがとうございました 。

[ 参加メンバー ] 

伊藤  光治郎（木彫）

江見  高志（彫刻）

坂内  ひろゆき（デザイン）

塩野  圭子（型絵染）

杉本  洋（日本画）

長倉  陽一（日本画）

前田  純平（版画）

松島  美知子（事務局）

山口  幹也（木彫）

[ 事前コメント]

阿部  静（インスタレーション）

池田  菜摘（絵画）

大川  真実子（インスタレーション）

鈴木  ひろみ（版画）


